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	 講演題目：MRIでみた樹木の木部水分通導阻害

	 講演者名：福田　健二　教授

（東京大学大学院新領域創成科学研究科環境学研究系自然環境学専攻）

	講演の概要
　植物の生育にとって水は不可欠な要素であり，樹木においては特に地上数十ｍの高さにある樹冠（葉のついた部分）へ水を引き上げることが必要である．土壌水分は細根から吸収され，根および幹，枝の木部の道管，仮道管を通って葉へと供給され，気孔から大気へと蒸散するが，その駆動力は，蒸散によってもたらされる葉の吸水力であり，木部樹液には負圧（張力）がかかっている．この負圧を水ポテンシャルといい，その値はしばしば-2MPa（約20気圧）にも達する．
　乾燥ストレスによって水ポテンシャルが低くなる（木部樹液に働く張力が強くなる）と，道管や仮道管の中で水柱（根から葉へと連続している樹液の流れ）が途切れるキャビテーション（cavitation）という現象が起き，道管内が気体で満たされたエンボリズム(embolism)という状態が生じる．また，冬の寒さで木部水が凍結・融解を起こす時にも，樹液内に気泡が発生してエンボリズムが生じる．エンボリズムが起きた道管・仮道管は通水機能を失う．
　一方，病原菌などの微生物の中には，木部に感染してエンボリズムを起こすことにより植物を枯死させるものがあり，そのような病害は萎凋（いちょう）病と呼ばれる．本州以南の各地で起きている松枯れや，主に日本海側の里山雑木林で起きているナラ枯れは，典型的な樹木萎凋病である．
　樹木の木部で起きているエンボリズムは，従来，解剖によって破壊的に調べられてきたが，MRI（核磁気共鳴イメージング：NMR-CT）を用いることで，非破壊的に観察できるようになった．樹木用MRIを開発し，松枯れによる通水阻害の拡大過程を可視化した事例を中心に，樹木の木部水分通導について解説する．
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